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我
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制
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・
・
・
・
・
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経
済
事
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橋
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資
本
主
義
品
川
.
曾
白
機
構
拡
貨
幣
山
地
位
縄
持
場
士
柴

商
業
の
本
質
及
商
業
経
済
撃
に
就
て
縄
済
事
士
谷

徳
川
幕
府
ご
紙
幣
の
賛
行
・
・
・
・
需
殿
博
士

六
大
都
市
特
に
大
阪
市
の
租
税
責
措

経
常
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農
業
経
済
の
本
質
に
関
す
る

一
考
察

ノl

本

芳

之

H力

今
日
前
ほ
人
類
の
大
部
分
は
農
業
に
従
事
し
て
ゐ
る
。
即
ち
印
度
、
支
那
、

ア
フ
リ
カ
、

ロ
ジ
ア
、

ス
イ
ス
、

λ

ケ

L
1
デ
ジ
に
於
J
L

は
農
業
人
口
は
会
人
口
の
七
割
五
分
、
ヌ
リ
h
z、
れ
目
上
を
占
め
.
ア
イ
ル
ラ

V

ド
、

イ

タ

リ
ノ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

ぺ
戸
ギ
イ
、

フ
ラ
ン
ス
及
び
我
固
に
於
て
は
五
割
乃
至
七
割
五
分
を
占
め
て
ゐ
る
。
其
の
他

の
工
業
闘
い
於
て
h
農
業
人
口
は
全
人
口
の
著
し
き
部
分
を
占
め
て
ゐ
る
。
グ
ム
バ
ル
ト

r
従
へ
ば
今
日
制
球
上

に
は
十
億
乃
至
十
二
信

ω農
業
人
口
を
包
含
す
る
所
の
少
な
〈

J

己
も
二
信

ω農
家
鰹
憐
が
存
在
し
、
此
山
山
農
業
人

口
は
地
球
上
り
全
人
類
り
約
三
分
山
り
こ
に
賞
っ
て
ゐ
る
。

然
れ
ど
も
従
来
に
於
げ
る
経
済
率
的
農
家
経
世
に
劃
す
る
闘
心
は
、
決

L
て
上
越
の
事
情
ご
は
一
致
す
る
も
り

で
は
な
か
っ
た
。
剖
も
殊
に
経
済
率
理
論
は
商
工
業
的
資
本
主
義
を
基
礎
ご
し
て
樹
立
せ
ら
れ
、
農
家
経
済
の
固

有
り
本
質
的
事
情
に
関
し
て
は
殆
ん
H

と
考
量
せ
ら
れ
な
か
っ
た
如
〈
で
あ
る
。
勿
論
疑
も
な
ぐ
今
日
に
於
て
は
、

資
本
主
義
は
農
業
中
に
も
侵
入

L
.
著
し
ぐ
農
民
の
吐
曾
経
済
的
階
級
分
裂
を
惹
起
し
て
ゐ
る
。
然
れ
ど
も
農
業

農
家
経
済
山
本
質
に
闘
す
る
一
考
察

五

第
三
十
を

第

2虎

主
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農
家
経
済
申
本
質
に
関
す
る
一
考
察

第
三
十
巻

第
一
旗

一-
~F、

---p、

に
於

τは
企
業
集
中
、
機
械
化
及
び
雇
傭
帥
労
働
者
は
、
倫
ほ
商
工
業
又
は
運
輸
業
に
於
げ
る
が
如
き
重
大
な
る
役

日
を
撲
中
ゐ
も
の
で
は
な
い
。
何
れ
の
闘
に
在
て
も
、
農
家
経
情
に
於
ー
は
一
辰
一
傭
労
働
者
密
使
用
す
る
こ
ご
は
比

較
的
少
な
〈
、
寧
ろ
主
ご
し

τ自
家
労
働
に
依
存
し
て
ゐ
る
有
様
で
あ
る
。
き
れ
ば
比
の
農
家
経
済
に
於

τは、

他
の
何
れ
の
資
本
主
義
的
企
業
に
於
て
は
見
出
し
符
5
る
が
如
き
、
家
族
、
生
産
、
勢
働
組
純
及
び
消
費
川
町
閑
に

緊
密
な
る
関
係
が
現
は
れ
て
ゐ
ゐ
。
位
て
比
等
農
業
に
於
げ
る
特
殊
…
帯
情
の
た
め
に
、

一
般
の
資
本
主
義
的
理
論

は
農
業
に
は
直
も
じ
之
を
通
用
す
る
を
得

T
、
従
て
特
殊
な
る
農
家
経
済
理
論
を
樹
立
す
る
を
要
す
る
さ
の
見
解

に
導
い
た
の
で
あ
る
。

新
〈
の
知
器
主
と
し
て
自
家
労
働
に
依
存
す
る
所
の
農
家
経
済
の
特
質
に
注
目
し
て
、
特
殊
な
る
樫
務
理
論
を

樹
立
せ
ん
ご
し
た
る
典
型
的
な
る
試
ご
し
て
は
、

チ
ヤ
守
ノ
フ
り
小
農
経
済
的
原
理
を
血
中
ぐ
る
ニ
ご
が
出
来
る
。

一
方
に
於
て
は
『
何
故
に
叉
如
何
な
る
経
済
的
枇
舎
的
特
性
に
よ
b
、
小
農
経
倍
以
雇

傭
帥
労
働
に
基
〈
大
陸
品
目
に
歴
史
上
謝
抗
し
得
た
か
』
を
詩
明
す
る
ご
共
に
、
他
方
に
於
て
は
『
勢
賃
の
存
せ
よ
る

国
民
経
済
を
劉
象
ご
す
る
特
殊
な
る
国
民
純
情
率
的
瞳
系
そ
後
展
せ
し
む
べ
き
任
務
』
に
謝
す
る
一
一
切
ご
な
さ
ん

氏
は
比

ω論
著
に
よ

b
、

ご
し
た
る
も
の
で
め
っ
た
。
然
か
も
氏
は
斯
る
特
殊
な
る
理
論
的
盟
系
が
従
来
の
古
典
涙
経
済
皐
に
謝
す
る
関
係

は
、
恰
も
ロ
バ
チ
エ

ア
ス
キ
ー
の
幾
何
息
子
が
ユ

1
ク

9
ヅ
ド
の
幾
何
事
に
劃
す
る
が
如
く
で
ゐ
る
ご
の
確
信
を
懐

く
も
の
で
ゐ
る
。
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農
家
経
惜
理
論

(
F
5
5耳
目
旨
岳
山
口
弘

Z
o号
)
は
官
ジ
ア
の
文
献
中
に
於
で
は
、
家
族
経
済
理
論

(
E
E
z
g
B

三
円

g
n宮
町
門
丘
町
内
口
氏
問
)
又
は
泊
姿
勢
働
理
論
(
剛
山
B
E
E
a〉円

rsf己
完
口
町
一
ふ
と
し
て
特
筆
せ
ら
る
、
所
で
あ
る
が
、

其
の
根
底
は
プ
ツ
セ

y
・
填
太
利
率
誠
及
び
ザ
ボ
ン
ー
の
思
想
に
捌
る
も
の
で
あ
っ
て
、

勢
作
粧
糖
(
吉
井
忠
民
間
円
ロ

巧一同門肋

n
E沖
)
の
心
理
的
根
採
が
農
米
艦
糖
理
論
の
核
心
金
構
成
す
ゐ
も
の
で
め
る
。
チ
ャ
ヤ
ノ
ア
は
ニ
筒
の
曲
棋

を
以

τ之
を
瞭
に
説
明
し
て
ゐ
る
。
郎
も
一
曲
綿
は
よ
h
大
い
な
る
分
量
的
生
産
物
を
獲
得
す
る
場
合
に
於
り
る

苦
痛
の
主
観
的
増
加
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
他
の
曲
線
は
新
に
附
加
さ
る
べ
き
所
得
軍
位
の
痕
値
評
僚
の
低
下
を

一
市
す
も
の
で
め
る
。
此

ω
岡
山
脇

ω
切
貼
一
か
農
家
離
棋
の
自
家
労
働
刺
用
の
限
界
宏
一
不
寸
も
の
で
ゐ
ゐ
。
郎
ち
自

家
拙
労
働
に
よ
っ
て
獲
ら
る
、
財
貨
量
の
限
界
致
用
の
大
い
き
ご
、
限
界
労
働
投
下
の
苦
痛
の
大
い
き
ご
が
均
衡
を

保
つ
も
の
で
あ
る
。
チ
ャ
ヤ
ノ
フ
は
之
を
慾
卑
満
足
ご
掛
労
働
苦
痛
ご
の
均
衡
紋
態
ご
稀
し
て
ゐ
る
。
き
れ
ば
チ
ヤ

ヤ
ノ
フ
に
従
へ
ば
農
家
経
済
の
決
定
原
則
は
、
市
場
債
格
で
も
な
〈
、
叉
最
高
刺
潤
を
獲
符
せ
ん
ご
す
る
努
カ
で

も
な
〈
、
寧
ろ
農
家
的
生
活
需
要
の
範
囲
が
卸
も
之
で
あ
る
。
之
に
消
費
家
族
員
数
に
劃
す
る
拙
労
働
能
力
ゐ
る
家

族
員
数
|
|
之
は
可
麗

ω大
い
き
ご
し
て
現
は
れ
る
ー
ー
の
軸
労
働
の
刺
用
が
符
合
す
る
。
従
て
農
家
経
済
の
調
節

者
は
交
換
粧
済
の
客
観
的
機
構
で
は
な
〈
し
て
、
僻
労
働
出
費
ご
生
活
欲
望
ご
の
主
観
的
均
衡
で
あ
る
。

斯
く
の
如
〈
チ
ャ
ヤ
ノ
フ
の
農
家
経
輯
理
論
の
特
徴
は
、
共
の
特
殊
な
る
研
究
方
法
で
あ
る
。
卸
ち
此
の
方
法

は
農
家
の
会
経
慣
を
心
理
的
動
因
に
鯖
せ
し
め
ん
ざ
す
る
鮎
に
現
は
れ
て
ゐ
る
。
今
や
般
労
働
支
出
ご
生
活
欲
望
ご

震
家
相
臨
済
自
本
質
に
闘
す
る
一
考
察

第
三
十
唇

一一七

第
一
一
概

-
-
七

-・圃圃.
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農
家
経
済
白
本
質
に
闘
す
る
一
考
察

第
三
十
巻

^ 

第

号虎

丹、

の
心
理
的
均
衡
を
農
家
経
済
一
般
の
特
徴
ご
認
め
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
.

チ
ャ
ヤ
ノ
フ
の
所
謂
小
農
理
論
は

般
山
り
艦
憐
理
論
じ
し

τ、
」
告
も
特
殊
な
る
農
業
科
事
理
論
で
は
な
い
や
う
に
思
は
れ

ι。
然
る
に
所
謂
農
家
経
済

理
論
家
は
、
斯
く
り
如
く
一
般
的
経
掛
川
町
論
ご
し

t
之
'
乞
取
扱
は
も
、
寧
ろ
立

(ω
理
論
の
抽
象
的
結
論

K
農
家
経

務

ω
具
酷
的
生
活
僚
件
に
悶
即
九
世
(
め
、
新
〈
て
農
民
労
働
の
心
理
的
動
般
に
到
達
す
る
も
り
で
あ
る
o

此
の

際
、
彼
等
に
ご
り
て
は
良
川
出
J

川
、
市
川
聞
係
ご
商
品
粧
憐
ど
よ
h
J
切
司
町
一
際
ち
れ
に
る
、
車
じ
生
活
欲
同
首
の
駆
迫
川
り

下
に
構
成
さ
る
、
、
所
り
、
特
殊
な
る
型
の
経
済
主
位
ご
し
て
現
は
れ
て
ゐ
る
。
斯
く
の
如
〈
底
抗
一
経
済
は
を
く
特

殊
な
る
経
一
世
的
範
時
に
属
す
る
が
故
に
、
資
本
主
義
的
経
情
に
於
て
行
は
る
、
安
川
原
則

(穴

2
円。-
M
H
V
H
E
N
一
七
)

自

τ統
制
せ
ら
る
、
も
の
で
は
な
い
。
資
本
家
的
採
算
に
於
て
は
総
牧
盆
よ
り
一
日
制
的
生
産
費
ぞ
持
除
し
て
麗
れ

る
純
牧
益
が
正
な
れ
ば
、
損
失
七
来
た
さ

ρ
も
り
で
'
の
り
、
葉
山
純
牧
盆
が
投
下
資
本
に
封
し
て
、

一
般
割
引
歩

令
を
越
ゆ
る
利
子
'T
支
抑
ひ
得
る
場
合
に
は
、
立

(ω
寵
附
留
は
有
利
な
る
も
の
ご
考
へ
ら
れ
る
。
然
る
に
農
家
粧
新

に
在
て
は
客
削
倒
的
じ
一
定
な
る
単
位
労
働
政
盆
仏
、
欲
叫
語
り
充
足
度
ご
労
働
苦
姉
度
ご
の
均
衡
扶
山
比
一
の
如
何
に
よ

h
、
主
観
的
に
は
或
は
有
利
ご
も
、
又
は
不
利
ご
も
看
保
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
農
家
経
済
で
は
勢
働
車
位
嘗
り

の
牧
盆
が
、

東
備
勢
働
者
の
労
賃
以
下
に
低
下
す
る
も
、
之
れ
以
上
に
牧
盆
ゐ
る
仕
事
に
働
く
事
に
よ
っ
て
経
済

的
均
衡
を
樹
立

L
得
な
い
場
合
に
は
、
此
山
一
観
念
も
受
納
す
る
で
ゐ
ら
っ
。
従

τ資
本
家
的
経
一
括
で
は
巳
に
ま
(
的

一Y4
ナ
λ

結
果
が
負
に
な
る
が
如
、
さ
事
情
の
下
一
い
於
て
も
.
農
家
経
世
に
於
て
は
特
殊
な
る
打
算
方
法
に
由
て
、
経
世
的



1
7
4
ぷ

計
算
は
正
的
大
い
ち
ご
な
る
も
の
で
あ
る
。

チ
ャ
ヤ
ノ
フ
は
之
に
由
て
農
家
経
済
的
強
靭
性
や
抵
抗
力
が
開
明
き

れ
る

ご
読
L 、
し

ゐ

列i

n 
ど
も
め7

"" 
d情

z-

草
命
前
に
於
げ
る
甘
ジ
ア
農
家
同
純
情

ω
被
黙
取
一
位
ざ
ぷ
(
の
極

山
而
」

3
ド
今
川
上
品
工
ご

'f
一R
4
も
什
じ
，
G

通

O
P
ら
う
か
C

A
U
9
7
J
4
J
フ一
I
1
4
d
4
7
一
月
戸
レ
寸
、
l
e
d
-
7

Z
B叶
Z

j
u
F
2
 

円
円

=
p
t

ジ
ア
の
長
記
諮
問
問
論
家
主
h
治
せ
る
所
山
農
家

経
澗
の
商
品
経
済
的
性
質
に
就
て
論
及
す
む
に
先
J

旬、

斯
る
良
一
丸
紅
一
世
列
論
以
ロ
シ
ア
に
京
J

し、

如
何
な
る
統
府

的
背
長
川
町
十
ド
・
・
に
於
て
、

ヌ
如
何
な
る
段
階
eγ
粧
て
生
成
せ
る
か
を
瞭
に
せ
ね
ば
な
ら
心
」

何
故

-八、、

k
c
・1
f
t
k
f
H口
ー
も
日
:
市
北
ト

ι
一

1
4
h
N
r
F
ι
A
4
4
到
底

f
b
u
F
壬
晶
古
書
Z
壬
J

、

ま
わ
J

之
が
庇
く
t
n
n
μ
6

る
に
至
ム
り
た
る
が
や
」
班
附
加
す
る
震

ジ

T 

、、ソ

-
-
4
4

、

t
l
t
 
次
の
二
事
情
を
考
量
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
丸
山
財
一
は
、
農
民
の
過
剰
人
口
を
促
し
、

且
円
農
家
に

謝
し
て
間
関
格
り
下
落
守
結
以
せ
る
所
の
ロ
ジ
ア
農
業
山
口
特
殊
川
必
朕
で
の
り
、

一- yj古
41E ニ
的は
承従
iよ2 3百三
でロ
iIJ シ

るア
。G) 二

方f
L 

支
西日

せ
る
政
治
的
、

経
情
的
制
度
に
針
す
る
反
動
ご
[
て
の
7

ル
ク
ス
昭
一
壮
烈
稔
り

農
茶
人
口

ω
過
剰
会
己
資
本
主
義

ω
侵
入
ご
は
、

終
日
府
間
半
い
馳
山
系
中
に
は
直
も
に
之
を
持
拡
[
得

M
A
L

る
諸
規
象
を

惹
起
し
た
ω

聞
も
農
家
り
土
地
に
劃
す
る
過
大
評
問
問
、

小
山
汁
地
に
封
す
る
不
常
な
る
小
作
料
向
勝
賞
、

市
場
開
係

よ
り
切
断
さ
れ
た
る
農
家
経
済
い
り
構
成
、
農
家
経
治
内
に
が
、
け
る
白
日
次
労
仙
に
劃
す
る
憐
な
べ
き
依
少
な
る
労
賃

支
抑
等
之
で
あ
る
じ
新
る
農
家
経
済

ω牧
盆

ω
一
蹴
乏
は
、
ィ
農
家
山
耕
作
商
法

ω退
小
、
ロ
経
営
の
不
完
全
、
川

ホ
高
率
な
る
租
税
.
へ
農
産
物
以
頁
上
に
於
げ
る
中
間
尚
人
の
搾

第

Z
Z
巻

農
家

経
済

主(ι)
盈 高
E 利
型貸
与 及
-:- U 
l晃 I也
市 主

v) 

搾
取

副
業
の
減
少
、

ブL
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農
家
経
済
の
本
質
に
闘
す
る
一
考
察

取
等
に
基
く
も

ωで
あ
っ
た
L

此
等
り
諸
事
情
は
特
殊
な
る
説
明
。
乞
要
求
し
、
総
℃
の
農
家
開
係
を
一
瞳
系
中
に

第
三
十
巻

O 

C 

第

競

結
合

L
・
且
つ
之
t
T
非
資
本
主
義
的
関
係
ご
し
て
解
耕
せ
ん
ご
す
る
所
的
新
純
憤
理
論
を
喚
起
す
る
に
至
っ
た
。

蓋
し
本
来
の
形
滋
に
於
り
る
7

U

F

ク
ス
理
論
を
以
て

L
て
は
、
比
等

ω場
合
を
解
粋

L
得
な
い
w

か
ら
で
ゐ
る
o

新

る
特
殊
理
論
を
創
諮
せ
ん
ご
す
る
買
際

ω
動
機
は
次
の
如
き
も
の
で
ゐ
る
o

即
ち
マ
庁
ク
ス
に
従
へ
ば
、
地
代
及

ぴ
資
本
利
潤
は
、
勢
働
搾
取
的
過
程
に
於
て
生
す
る
不
勢
所
得
の
構
成
部
分
で
ゐ
る
。
農
民
山
一
線
所
得
が
貧
窮
な

る
生
活
り
み
を
彼
等
に
許
す
に
過
ぎ
な
い
ご
す
る
な
ら
ば
‘
農
民
が
不
勢
所
得
を
獲
得
す
る
'
』
ど
は
、

之
を
如
何

ド
し
て
認
め
得
る
か
u

農
民
が
そ
の
経
済
内
に
於
て
専
ら
自
家
献
労
働
に
依
必
す
る
な
ら
ば
、
不
勢
所
得
の
獲
得
者

ご
し

τの
農
民
は
何
人
を
搾
取
す
る
か
。
此

ω問
題
全
7

F

ク
ス
理
論
よ
り
凶
答
せ
ん
ご
す
る
試
み
以
、

マ

ル

ク

λ

理
論

ω瞳
系
は
軍
に
資
本
主
義
的
方
面
を
解
稗
し
得
る
が
、
農
家
に
於
て
支
配
す
る
所
内
非
資
本
主
義
的
関
係

に
劃
し
て
は
・
補
充
的
理
論
を
必
要
ご
す
る
ご
の
結
果
に
到
達
し
た
の
で
ゐ
る
。

農
家
経
憐
理
論

ω最
初
の
提
唱
者
は
プ
ル
ガ
ヨ
フ
で
ゐ
っ
た
。
篠
山
り
根
本
的
見
解
は
、
-
農
家
経
緯
加
に
於
て

は
、
生
産
行
程
に
於
げ
る
労
働
力

ω何
等
り
搾
取
ら
存
せ
宇
.
ま
だ
従
て
何
等

ω不
努
所
得
(
資
本
利
潤
.
地
代
)

も
存
せ
な
い
0

2
農
家
経
済
に
於
γ
・
は
支
配
附
係
り
意
味
に
於
げ
る
何
等

ω資
本
も
存
せ
歩
、
軍
に
労
働
用
具
が

存
す
る
の
み
で
ゐ
る
0
3
農
民
り
所
得
は
勢
働
者

ω努
貸
さ
均
し
く
、
そ
の
生
活
規
準
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る

も
の
で
ゐ
る
ご
云
ふ
に
ゐ
る
。
然
し
此
等
の
農
家
経
済
に
閲
す
る
プ
U
F

ガ
コ
ア
の
概
念
は
、
農
家
経
済
に
於

τ土
Sombart. a. a. O. S. 977・
Sombart， Der proletarische Sozialismus. Bd. I1. 1924' S. 507・
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地
は
債
値
を
持
つ
ご
い
ふ
事
貫
に
矛
盾
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
地
債
は
資
本
に
還
元
さ
れ
た
る
地
代
に
外
な
ら
ぎ
る

が
故
ぃ
、
而
し
て
農
家
鰹
憤
に
於
て
地
代
が
存
せ
な
い
ご
す
る
こ
さ
は
、
結
局
土
地
は
弦
に
於
て
は
贋
絡
を
有
せ

な
い
ご
い
ふ
結
論
に
還
す
る
で
ゐ
ら
う
。
プ
戸
ガ
コ
フ
は
此

ω
岡
難
合
克
服
す
る
た
め
に
、
農
家
経
械
に
於
げ
る

地
価
慣
に
劃
し

τは
、
資
本
家
経
一
世
に
於
げ
る
さ
は
異
な
る
意
義
を
輿
へ
て
ゐ
る
。
郎
、
農
家
経
治
に
於
げ
る
土
地

は
、
生
産
者
の
生
#
競
争
に
於
け
る
自
家
帥
労
働

ω生
産
性
を
高
な
る
可
能
性
骨
奥
ふ
る
も
の
さ
看
倣
さ
れ
る
も

ω

で
ゐ
る
。
地
慣
は
今
日
の
経
一
輪
に
於
け
る
生
存
競
守
的
困
難
的
表
現
で
ゐ
ゐ
。
地
慣
が
勝
賞
7
る
は
、
之
に
掛
す

る
需
要
が
増
加
す
る
か
ら
で
ゐ
ワ
て
、
此
的
黙
に
於
て
生
存
競
宗
の
烈
度
が
現
は
れ
て
ゐ
る
ご
主
張
し
て
ゐ
る
。

斯
く
し
て
プ
ル
ガ
コ
フ
は
資
本
主
義
関
係
の
世
界
に
、
同
時
に
存
在
し
且
つ
接
展
す
る
非
資
本
主
義
的
関
係
の
世

界
が
劉
立
し
、
資
本
主
義
組
務
理
論
に
農
家
経
済
理
論
が
釣
立
す
る
も
の
ど
な
す
の
で
あ
る
。

農
家
経
済
理
論

ω建
設
者
遣
は
、
農
家
経
済

ω非
資
本
主
義
的
関
係
に
閲
す
る
根
本
的
結
論
は
之
含
ブ
F

J

P

コ

フ
よ
b
借
用
し
た
。
然
し
彼
等
は
新
理
論
り
必
要
を
立
詮
す
る
こ
ど
を
放
棄
す
る
ご
共
に
.
プ
戸
ガ
コ
フ
が
マ
戸

ク
ス
を
研
究
の
原
型
ご
す
る
限
り
、
品
山

ω
賭
に
つ
い
て
は
彼
に
追
従
し
な
か
っ
た
の
で
ゐ
る
。
彼
等
は
全
然
濁
自

の
途
eT
準
み
、
彼
等
の
意
見
は
之
ぞ
経
験
的
材
料
、
殊
に
主
ご
し
て
農
家
簿
記
の
上
に
樹
立
し
て
ゐ
る
。
彼
等

ω

何
人
も
未
だ
完
成
せ
る
理
論
的
髄
系
・
ぜ
樹
立
し
て
む
な
い
か
ら
・
本
来
の
言
葉
の
意
義
に
於
け
る
皐
涙
に
就
て
云

錯
す
る
こ
ご
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
此
の
流
棋
の
総
て
の
代
表
者
に
つ
い
て
は
、
共
通
の
根
擦
は
之
を
窺
ふ

農
家
経
済
の
本
質
に
闘
す
る
一
考
察

第
三
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第
一
二
十
巻

チ
エ

7
Y
チ
ェ
ア
は
農
家
純
慢
の
本
質
に
闘
し
て
、
-
農
家
の
消
費
は
生
活

ω
最
小
限
度
に
依

て
規
定
せ
ら
れ
、
抽
出
が
も
此
の
限
度
を
保
持
す
る
o

ヨ
農
家
経
済
が
自
由
に
底
分
L
得
る
労
働
力
は
、
農
家
家
族

の
労
働
力
に
よ
っ
て
奥
へ
ら
れ
る
。
ー
農
家
縄
済

ω
嶋
崎
所
得
は
、
農
家
家
族
的
生
活
最
ゆ
限
度
の
み
を
許
す
も
の

ご
の
な
あ
。

4
家
族
崎
労
働
の
利
用
料
皮
は
、
組
所
得
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
ご
論
じ
て
ゐ
る
ω
然
ら
ぱ
期
〈
の
知

f
農
家
消
費
を
生
活
の
殻
侭
限
度
に
引
下
ん
、
る
原
因
は
何
か
。

農
家
経
済
白
木
質
に
閥
ず
る
一
考
察

第一一抗

一一

こ
ご
が
出
来
る
。

チ
ェ
ソ
シ
チ
z

ア
は
之
が
統
制
者
ご
し
て
、
人
口
の

密
度
ど
人
口
増
加

BFピ
旗
げ
て
ゐ
る
o
即
丸
農
民
一
入
賞
'
り
の
崎
労
働
枚
盆
が
生
活
最
侭
限
度
を
少
し
で
も
越
ゆ
る

な
ら
ば
、
民
民
人
口
は
培
加
す
ゐ
。
而
し
て
彼
等

ω
生
活
が
最
低
限
度
以
下
に
低
下
す
る
や
一
台
や
、
農
民
間
村
ご

出
深
率

ω
低
下
ご
を
来
た
す
。
結
局
自
然
的
人
口
増
加
ご
移
住
さ
は
、
白
川
的
に
農
民
一
入
賞
ち
の
牧
盆
合
水
準

化
せ
し
め
、
従
て
何
等
内
向
由
に
庭
分
!
ノ
得
る
伶
剃
を
も
有
せ

Y
る
卒
均
的
最
小
限
度
的
生
活
に
引
下
「
る
ご
い

見
グ
デ
シ
ス
キ
イ
の
圭
一
口

er借
り
て
云
へ
ば
、

ム
に
ゐ
る
。

官
ジ
ア
の
農
家
経
済
河
川
論
は
、

η
ノ
カ
ア
ド
の
勢
賃
論
に

反
L
て
、
債
格
成
立
の
機
構
を
離
れ
て
、
農
民
の
最
低
限
度
の
生
活
セ
詫
明
せ
ん
さ
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
、
札

y-

a
h

農
家
の
消
費
水
準
は
、
地
方
「
よ
り
て
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
同
一
地
方
に
於
て
も
農
家
に
よ
っ
て
夫
々
異
な

る
も
の
で
あ
る
。
即
ら
農
家
が
同
十
異
な
る
何
活
水
準
を
一
不
す
も
の
ご
す
れ
ば
、

チェ

y
y
チ
ェ
ア
の
主
張
は
事

貨
に
一
致
せ

F
る
憾
み
が
あ
る
。

此
の
理
論
ご
貫
際
ど
の
矛
盾
を
排
除

L
、
農
家
経
済
理
論
ef
救
ふ
新
な
る
企
固
に
於
て
は
、
此
川
根
本
命
題
は

(in 
Schirkovitsch， a. a. O. S. 1 [6. 
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之
そ
一
一
厨
弾
力
的
に
、
且
つ
よ
り
援
和
さ
れ
た
る
形
態
に
於
て
之
を
捕
捉
せ
グ
る
を
得
ゴ
る
に
至
っ
た
。
卸
も
上

越
の
チ
ヤ
ヤ
ノ
フ
の
研
究
に
於
て
は
、
壊
太
刺
亭
一
肌
の
心
開
的
考
察
に
其
の
論
援
を
求
的
た
る
こ
さ
は
昨
礼
遇
ル
如

く
で
あ
る
。
農
家
経
情
理
論
が
歳
月
の
経
過
中
に
象
っ
た
総
て
の
改
訂
に
拘
ら
A

て
ま
た
各
個
の
著
者
が
相

E
の

閉
じ
多
少
の
意
見
を
異
に
せ
る
に
拘
ら
す
、
術
ほ
山
市
に
根
本
的
概
念
に
於
け
る
特
徴
が
存
し
て
届
h
，
、
此
り
特
徴

こ
そ
彼
等
セ
一
挙
一
保
仁
徳
括
す
る
-
=
」
を
正
賞
な
ら
し
む
る
も
の
で
ゐ
る
。
此
の
特
徴
ご
は
、

一
般
経
一
階
寝
論
一
か

債
格
闘
係
を
経
世
組
織
り
杭
制
者
ご
者
他
す
に
反
し
、
農
家
純
情
理
論
-
か
人
口
密
度
を
此
山
統
制
者
ご
宥
備
す
，
』

ど
で
ゐ
る
o

彼
等
的
見
解
に
従
へ
ば
、
人
口
密
度
が
農
業
組
織
を
決
定
し
・
此
の
農
業
組
織
が
農
産
物
の
市
場
機

構
を
決
定
す
る
も
り
で
ゐ
る
。
後
に
至
っ
て
彼
等
は
生
活

ω事
質
的
構
成

ω座
迫
の
下
に
於
て
、
市
場
朕
態
日
」
農

家
経
隣
ご
の
聞
の
相
互
開
係
を
認
む
る
ζ

ご
に
よ
っ
て
.
従
来
強
調
せ
る
論
理
的
立
場
を
大
い
に
緩
和
し
た
ど
は

云
へ
、
外
部
経
携
の
一
要
素
ご
し
て
り
市
場
関
係
に
劉
し
、
内
部
経
済
要
素
ご
し
て
の
人
口
密
度

ω
優
越
が
、
此

の
事
訴
に
劃
す
る
特
徴
を
な
す
も
凶
で
ゐ
る
o

自
家
労
働
ご
消
費
ご
の
均
衡
ご
い
ふ
根
本
的
思
想
が
中
心
的
重
要

を
な
し
・
農
家
経
隣
組
織
に
閲
す
る
問
題
は
、
此
山
り
根
底
に
於
て
解
決
せ
ら
る
、
、
も
の
で
ゐ
る
。
市
場
内
景
気
盛

動
が
農
民
の
経
済
計
査
を
年
々
謹
夏
せ
し
な
る
今
日
に
於

τ、
ま
た
農
民
が
農
一
角
物

ω
市
場
じ
於
け
る
不
況
を
見

る
、
た
め
、
白
家
概
管
4
4
G

市
場
関
係
に
臆
じ

τ、
泡
嘗
に
調
節
す
る
-
』
ご
を
努
め
る
今
日
に
於
一
工
は
、
農
家
経
済

理
論
は
著
し
き
反
響
を
朱
ふ
も

ω
ご
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

V

ル
コ
ピ
ッ
ツ
の
言
を
借
h
ノ
て
云
へ
ば
、

ブL
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す
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農
家
経
済
白
本
質
に
闘
す
る
一
考
察

第
三
十
巻

四

第

競

四

八
年
乃
至
ニ

O
年
に
於

τ
ロ
ジ
ア
に
行
は
れ
た
る
穀
物
徴
牧
1
l
之
は
農
民
の
企
業
心
を
麻
嫁
せ
し
め
た
る
も
の

で
あ
る
が
1

1
の
思
想
に
調
し

τ.
農
家
経
憐
理
論
は
最
善
り
瑚
論
的
根
嬢
を
奥
へ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
郎
も

農
家
の
総
牧
穫
物
よ
り
農
家
の
寅
質
的
消
品
質
1
7
0
ぜ
控
除
し
て
‘
残
額
を
全
部
同
家
に
徴
牧
す
る
ご

ω
思
想
以
、
或

る
意
味
に
於
℃
は
農
家
経
掛
理
論
の
一
反
映
た
る
で
あ
ら
う
U

農
家
経
済
の
経
済
的
性
質
は
、
所
得
構
成
の
特
殊
な
る
性
質
に
基
〈
も
の
で
ゐ
る
。
上
越
の
農
家
経
酔
理
論
家

は
.
債
格
成
虫
的
機
構
に
よ
っ
て
僚
件
づ
け
ら
れ
た
る
資
本
家
的
企
業
に
劉
す
る
外
的
観
樹
立
J
h
出
後
し
1
、

農
家
経
携
は
必
然
的
に
他
の
機
構
に
よ
っ
て
統
制
せ
ら
る
、
も
の
さ
結
論
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
此
の
結
論
は

正
嘗
で
あ
ら
う
か
。
現
代
経
済
は
商
品
経
済
で
あ
る
。
之
が
現
代
経
済
の
最
も
一
般
的
な
る
特
徴
で
ゐ
っ
て
、
責

本
主
義
的
又
は
、
非
資
本
主
義
的
組
織
は
、
附
加
的
な
る
特
徴
で
あ
る
。
纏

τの
経
済
形
態

ω研
究
に
際
し

τ

は
、
偏
見
に
依
り
謀
れ
る
結
論
に
遼
せ
芯
る
た
め
に
は
、
前
提
を
最
小
限
度
に
限
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
農
家
経

済
の
分
析
に
際
し
て
は
.
其
の
経
済
的
本
質
を
、
就
中
交
換
鰹
横
山
機
構
に
謝
す
る
闘
係
中
に
之
を
認
め
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。

交
換
経
済
の
結
果
ご
し
て
、
農
家
縄
慣
も
亦
今
日
は
市
場
に
織
り
込
ま
れ
て
ゐ
る
。
然
れ
ど
も
此
の
程
度
は
勿

論
国
々
に
於
け
る
商
品
鰹
糖
の
俊
逮
程
度
に
臆
じ
て
異
な
る
所
で
ゐ
る
o

U

V

ア
に
於
て
は
金
農
産
物
の
三
分
の

a. a. O. S. 118. Schirkovitsch. 10) 



二
は
生
産
者
に
よ
っ
て
直
接
消
費
せ
ら
れ
、
残
り
の
三
分
の
一
が
市
場
へ
賛
さ
れ
、
郎
も
商
品
、
と
し
て
生
産
せ
ら

れ
る
。
ア
メ

p
カ
に
於
イ
L
H
H

一
九
一
九
年
乃
至
二
七
年
の
卒
均
に
於
て
会
農
産
物
の
ニ

0
・六
U
W
(

純
子
、
飼
料
等

再
生
産
に
用
ゐ
ら
る
、
も
の
を
除
く
)
が
自
家
で
消
費
さ
れ
る
。
此
等
再
生
援
に
用
ゐ
ら
る
も
の
を
除
〈
も
、
倫
ほ

全
農
産
物
の
六
制
は
商
品
ご
し
て
生
産
さ
れ
て
ゐ
る
c

之
は
ア
メ

y
ヵ、

ロ
ジ
ア
を
金
鰹
ご
し
て
見
た
る
全
農
産

物
中
に
於
げ
る
商
品
生
誕
の
比
率
で
ゐ
る
。
主
ご
し
て
自
家
労
働
に
依
存
す
る
我
固
に
於
げ
る
農
家
経
済
が
如
何

な
る
耗
度
に
市
場
に
胸
奥
す
る
か
は
、
農
家

ω生
活
費
山
山
内
、
自
己
農
場
よ
b
の
生
産
物
を
以
て
補
充
せ
ら
る
、

も
の
さ
.
他
よ

h
の
供
給
を
仰
い
v

で
始
め

τ之
を
満
足
ゼ
・
し
め
得
る
も
の
ご
の
割
合
如
何
を
知
る
こ
ど
仁
ょ
っ

τ

大
瞳
瞭
に
さ
れ
る
。
我
国
の
農
家
が
大
正
十
一
年
よ
り
大
正
十
五
年
に
至
る
五
ヶ
年
聞
に
於
て
、
生
活
費
内
内
、
現

金
支
梯
を
な
し
た
る
も
の
さ
、
現
物
支
排
を
な
し
た
る
も
の
ご
の
貫
教
ぷ
ぴ
比
例
敷
を
示
せ
ば
左
的
如
く
で
ゐ
る
ω

大大大大大

正正正五 五
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農
家
経
済
の
本
質
に
闘
す
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一
考
察

第
一
ニ
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佳

王

第
一
一
旗

一
二
五
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農林省、農家経済調査に撮る。
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農
家
縄
済
の
本
質
に
閥
ナ
る
一
考
案

第
三
十
巻

一-
~ノ、

第

貌

一一一六

右
五
ゲ
年
間

ω
脱
出
に
依
れ
ば
、

現
金
支
梯
を
な
し
た
る
割
合
は
.
大
凡
五
六
%
乃
烹
五

農
家
の
生
活
費

ω
内、

入
%
で
ゐ
っ
て
、
生
活
費

ω
過
竿
を
占
め
、
我
岡
農
家
が
既
に
自
給
自
足
経
済
ヤ
離
れ
て
、

市
場
経
世
に
織
込
ま

れ
て
ゐ
る
こ
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る

今
之
を
農
業
も
資
本
主
義
的
に
経
倍
せ
ら
れ
、
市
場
生
産
'
主
主
ざ
す
る
ご

一
広
は
る
、
北
米
合
衆
国
の
犬
ぜ
」
比
脱
f
る。

-
』
れ
に
は
北
米
合
衆
国

ω農
務
省
民
業
経
掛
局
が
一
流
二
二
年
よ
り

一
九
二
四
年
に
一
旦
り
て
行
ひ
」
た
る
農
家
い
生
活
恭
準
じ
闘
す
る
報
告
を
線
操
ご
す
る
。

此
の
調
査
は
二
、
八
入
六

戸
の
農
家
に
つ
い
て
行
は
れ
た
る
も
の
で
ゐ
っ
て
、
農
場
荷
積
に
就
℃
報
告
ぎ
れ
た
る
一
一
司
五
五
三
農
場
の
卒
均

面
積
以
-
一
間
七
も
五
£

1

ヵ
ー
で
わ
ゐ
。
而
し
て
北
米
合
衆
国
が
家
康
治
仁
操
り
・

一
家
の
摘
立
生
活
を
保
設
す

る
た
め
一
家
族
に
柿
下
げ
た
る
面
積
が
、

し
て
自
家
労
働
に
依
存
す
る
、

一
六

O
ェ
1
P
1
で
ゐ
っ
た
知
よ
り
考
ふ
れ
ば
.
右
調
査
農
家
は
主
ご

ア
ィ
ラ

1
の
所
説
家
族
農
場

(EE--v-
雪
E
)
で
ゐ
る
さ
看
備
さ
れ
る
。
此
的
調

査
仁
掠
れ
ば
農
家

ω卒
均
生
活
費
中
、
自
己
農
場

ω供
給
し
た
る
も
の
ご
、
市
場
よ
り
購
入
し
た
る
も
の
ご
の
割

合
は
左
の
如
〈
で
あ
る
。

食

般

(

弗

)

自

己

農

場

よ

り

供
給
し
た
る
も
の

大八=一、七

五
七
、
ニ

上t

例

針

自
己
農
場
よ
り

仇
粉
L
た
る
も
の

四一一、入

市
場
よ
り
購
入
し

た
る
も
の九一一一一、入

平

均

生

活

費

平

均

生

活

費

市
場
よ
り
購
入
し

た
る
も
の

一
、
五
九
七
、
五

一C
O

、。

自
己
農
場
よ

h
供
給
し
た
る
も
の
ご
、
市
場
よ
h4
購
入
し
た
る
も
の
ご
の
割
合
は
、
我
同
農
家
の
紋
況
ご
大
凡
同

Kirkpatrick， The farmer's standard of IivilOg. 1926， p・7・

Taylor， Agricultural economics. p. 157. 
14) 
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一
の
割
合
を
示
し
て
ゐ
る
。
由
之
我
国
の
農
家
が
夙
に
自
給
生
震
を
離
れ
、
市
場
三
密
接
な
る
関
係
に
あ
る
を
知

り
得
る
も
の
で
ゐ
る
。
最
後
仁
一
九
一
一
四
年
乃
至
二
五
年
度
に
於
げ
る
ス

4

1
農
家
に
於
け
る
市
場
生
産
ご
自
給

生
産
イ
」

ω削
人
口
に
つ
い
て
見
る
に
、
主
ご
し
て
自
家
労
働
に
依
存
す
る
中
部
ス
イ
λ

の一

O
へ
グ
タ

1
P
以
下
の

小
農
に
於
て
も
、
組
生
民
物
中
六
六
・
二

μ
を
市
場
に
限
責
し
、
一
三
ニ
・
入
が
自
家
消
費
に
嘗
て
ら
れ
て
ゐ
る
。
以

上
の
数
字
に
よ
り
今
日
に
於
て
は
農
家
経
憐
が
如
何
に
商
品
生
産
.

交
換
経
糖
ド
織
込
ま
れ
て
ゐ
る
か
が
瞭
に
な

っ
た
で
ゐ
ら
う
。

交
換
臨
済

ω結
川
市
ご
し
ず
、
主
ご
し
て
自
家
労
働
に
依
存
す
る
所
的
各
固
め
農
家
縮
糖
ど
臨
も
、
上
掲
mw
如
く

可
成
h
市
場
に
織
込
ま
れ
て
ゐ
る
。
此
の
古
副
賞
H
M

、
農
家
経
済
を
し
て
交
換
経
済

ω
根
本
原
則
ご

L
て
の
贋
格
構

成
傾
件
誼
に
費
用
原
則
(
閃
E
Eぞ
ろ
邑
℃
)
の
支
配
に
服
せ
し
な
る
で
あ
ら
う
。
き
れ
ば
此
山
原
則
は
、
農
産
物
の

岡
倶
格
が
奥
へ
ら
れ
た
る
も
の
ご
す
れ
ば
、
畑
脳
牧
盆
中
よ
り
会
資
本
に
封
す
る
正
常
的
利
子
守
加
算
せ
る
総
て
の
生

産
費
を
支
梯
は
古
る
を
得
r
t
る
や
う
に
作
用
す
る
も
の
で
あ
る
c

今
日
農
家
の
所
得
が
債
格
闘
係
に
依
て
影
響
せ

ら
る
、
こ
ご
は
、
程
度

ω差
-
』
そ
ゐ
れ
、
大
企
業
に
於
け
る
ご
同
様
で
ゐ
る
。
而
し
て
農
家
縮
糖
に
劃
[
て
乱
費

用
原
則
は
、
交
挽
軽
掛
一
般
に
謝
す
る
さ
同
様
に
妥
蛍
す
べ
き
筈
で
あ
る
。
農
家
経
済
は
其
山
生
産
物
に
劃
し
て

或
る
贋
格
ル
パ
』
受
く
る
、
而
し
て
共
的
債
格
に
劃
し
℃
は
、
農
家
純
情
は
商
品
粧
掛
へ

ω
桔
合
に
よ
り
何
等
的
影
響

を
も
及
ぼ
し
得
.5
る
も

ω
で
あ
る
。
而

L
て
農
家
は
購
入
す
る
一
切
の
生
産
手
段
(
農
具
、
肥
料
)
及
び
消
費
財
に

農
家
純
済
の
本
質
に
闘
す
る
一
考
察

七

第
三
+
巻

第
一
一
概

七

No. 2. Intern凡tionalReview of Agricultural Economics 
19，8. P目 56.
教官;取鍛氏、 IJ、農動樫観(農業軒桝研究第二容!'fi三官lE、回二十頁)参照r

井上鉛三氏、農家経済iこ於げ osI}働力心自己椛l丘(尚早第一抗、 一二五頁)
参照。
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農
家
経
済
の
本
質
に
闘
す
る
一
考
察

第
三
十
巻

/¥. 

第

競

/¥ 

費
し
で
も
‘
同
様
の
原
則
に
操
て
構
成
せ
ら
れ
た
る
債
格
金
支
蹄
は

F
る
を
得
な
い
も
の
で
ゐ
る
。
農
家
が
斯
く

交
換
経
憤
へ
織
込
ま
る
、
以
上
、
農
家
経
済
の
所
得
構
成
は
、

一
方
に
於
て
は
販
貰
す
ぺ
語
農
産
物
の
債
格
如
何

に
依
存
し
、
他
方
に
於

τは
購
入
す
べ
き
生
産
手
段
及
び
消
費
財
の
債
格
如
何
に
依
存
す
る
こ
ご
、
江
る
o
新
る

事
怖
の
下
に
於
て
は
、
農
縁
組
憐
炉
一
方
に
於
て
は
農
産
物
取
』
少
し
で
も
高
く
版
資
せ
ん
ご
努
力
し
、
他
方
生
産

手
段
必
ぴ
消
費
財
は
出
来
得
ゐ
限
り
低
安
に
獲
得
せ
ん
・
』
ご
を
努
め
.
従
て
替
刺
化
せ
ざ
る
を
得
な

ν
の
で
あ

る
。
き
れ
ば
従
来
に
於
て
は
生
産
費
ご
し
で
計
上
せ
な
か
っ
た
自
家
労
力
を
も
、
之
を
貨
幣
贋
値
に
換
算
し
て
世

聞け
M
の
賃
制
酬
な
要
求
し
・

一
切
の
生
産
手
段
に
就
ー
も
間
接
ψ
利
子
計
算
'r-
行
ふ
」
芯
丸
、
な
る
。
即
ち
費
用
原
則

(
同
ハ

g
E
]五
日
比
四
》
)
を
以
て
農
家
経
情

ω規
準
ご
な
す
に
至
る
も

ω
で
ゐ
る
。
然
る
に
一
固
に
於
て
祉
曾
生
活
の
封

建
的
偉
臭
を
多
〈
保
持
す
れ
ば
す
る
夜
、
之
は
農
家
経
済
に
於
り
る
費
用
原
則
の
安
常
性
を
妨
や
る
拘
束
ご
な
る

も
の
で
ゐ
る
。

チ
ャ
ヤ
ノ
フ
の
一
五
ム
如
〈
、
農
家
額
一
世
が
特
殊
な
る
打
算
方
法
に
よ
h
、
屡
々
甚
だ
低
い
努
働
軍

位
営
b
牧
盆
に
も
満
足
す
る
(
勿
論
之
は
費
本
家
的
経
済
が
損
失
を
被
り
、
死
滅
を
宣
告
さ
れ
る
様
な
僚
件
で
あ

る
)
も
の
で
ゐ
る
ご
す
る
な
ら
ば
、
農
村
問
題
も
起
ら
令
、

小
作
問
題
も
起
ら
な
い
筈
で
あ
る
。

ス
ツ
デ
シ
ス
キ
イ
は
最
近
り
論
文
に
於

τ農
家
経
済
に
於
て
費
用
原
則
が
行
は
る
、
こ
ご
を
立
越
す
る
た
め

に
、
左
の
事
質
全
泉
げ
て
ゐ
る
c

却
も
彼
が
戦
争
碇
前
険
羅
巴

u
v
ア
の
五
十
臓
に
於
て
試
み
た
る
許
算
に
操
れ

ば
、
農
業
所
得
(
農
業
組
股
入
よ
ち
農
業
経
管
費
を
控
除
せ
る
も
の
)
は
五
、
一
二
四
九
二
二
百
高
留
に
し
て
、
種
子
、

a. a. O. S. 332. Studensky， 18) 



飼
料
代
は
二
、
七
八
六
、
九
百
高
留
で
ゐ
る
。
家
畜
を
ち
合
む
投
下
固
定
資
本
(
土
地
を
除
く
)
を
九
、
七
五
一
、
一
百

高
留
ご
計
算
す
る
。
此
等
的
農
業
資
本
の
総
額
は
二
一
、
五
=
一
入
、
一
一
円
高
留
さ
な
る
。
此
の
利
率
を
年
五
歩
ご
な

す
れ
ば
、
太
二
六
、
九
百
高
留
が
そ
の
利
子
三
な
る
o

夏
に
一
入
入
七
年
の
土
地
調
査
ご
一
九
一
三
年
乃
至
一
四

年

ω農
民
銀
行
の
地
債
よ
り
計
算
し
て
、
農
地
(
林
地
を
控
〈
)
の
債
絡
を
二
八
、
二
九
入
、
七
百
高
留
こ
す
る
。
此

の
額
の
五
歩
即
ち
一
、
四
一
回
、
九
百
高
留
を
正
首
的
旭
代
ご
す
る
。
而
し
て
彼
は
各
地
方
の
農
業
続
記
よ
り
計
算

し
て
、
農
家
一
ヶ
年

ω金
持
仙
け
な
一
一
一
、
七
二

O
、
五
百
高

H
J」
推
定
す
る
c

農
業
所
得
中
」
り
正
常
的
資
本
利
子

ご
地
代

εを
控
除
せ
る
残
額
た
る
三
、
三

O
七
、
五
百
高
留
'f
右
の
全
労
働
日
を
以
J
L
除
す
る
ご
さ
は
、

一
勢
働
日

の
勢
賃
ど
し
て
入
入
、
八
コ
ペ
ッ
ク
で
ゐ
り
、

一
年
乃
圭
一
五
年
に
於

τ
賞
際
に
支
捕
は
れ
た
る

而
し
て
一
九
一

一
日
の
農
業
勢
賃
の
九
二
コ
ベ
ッ
ク
に
殆
ん

Y
一
完
全
に
一
致
す
る
こ
ご
よ
り
し
て
、
農
家
経
済
が
費
用
原
則
に
服

し
・
ま
た
農
家
経
済
が
典
型
的
な
る
交
換
経
演
で
あ
る
ま
す
る
前
提
り
正
嘗
な
る
一
論
設
で
あ
る
さ

L
て
ゐ
る
。

夏
に
λ

ツ
デ
ン
ス
キ
イ
は
自
己
の
主
張
の
正
賞
な
る
こ
ど
を
主
誼
す
る
た
め
に
、

一九

O
八
年
に
於
て
瑞
西
の
ラ

ヲ
ル
'
の
試
み
に
る
計
算
を
翠
げ
-1
ゐ
る
。
郎
も
右
に
似
た
る
計
算
に
よ
り
、
唯
全
資
本
(
土
地
を
も
合
h
u
)
ω

利
子

を
四
歩
ご
す
れ
ば
、
一
日
嘗
り

ω
勢
賃
は
三
、

O
三
7
-
7
V

で
あ
り
、
腎
際

ω
農
業
努
賃
は
三
、
一
七
フ
ラ
ン
で
あ

っ
て
、
殆
ん
ど
雨
者
の
聞
に
相
違
な
く
、
農
業
に
於
ft-

費
用
原
則
が
行
は
れ
る
静
嬢
℃
ゐ
る
ご
し
て
ゐ
る
。

然
ら
ば
我
が
国
に
於
げ
る
自
家
財
労
働
仁
劃
す
る
勢
働
報
酬
如
何
を
見
る
こ
ご
、
す
る
。
之
じ
は
帝
閲
農
曾
の
試

農
家
純
湾
内
本
質
に
倒
す
る
一
考
察

第

競

九

第
三
十
巻

九

a. a. O. S. 332. S. 336. Studensky， 19) 



農
家
経
済
の
本
質
に
闘
す
る
一
考
察

一=一

O

第
三
十
巻

一
三

O

第
一
披

み
た
る
大
正
十
四
年
度

ω農
業
経
管
調
査
に
基
き
、
土
地
資
本
に
は
四
分
、
建
物
資
本
に
は
五
分
、
鰹
替
資
本
に

は
六
分
の
利
率
を
見
積
り
、
之
を
農
家
所
得
(
農
業
融
牧
入
よ
b
農
業
経
密
費
を
差
引
げ
る
も
の
)
よ
り
控
除
せ
る

残
額
を
総
農
業
勢
働
日
を
以
て
除
す
る
さ
告
は
、
養
輩
を
主
ご
可
る
経
盟
百
十
戸
の
卒
均
は
、

一
日
必
労
働
報
酬
が四

一
園
六
十
六
銭
に
嘗
り
，
稲
作
を
主
ご
す
る
中
小
経
替
三
十
九
戸
の
卒
均
ち
同
じ
(
一
回
六
十
六
銭
に
常
た
る
c

第
四
十
五
回
帝
国
統
計
年
鑑
に
載
す
る
所
の
各
積
工
業
に
属
す
る
六
百
六
十
三
工
場
の
線
平
均
に
於
り
る
一
人
一

日
の
貫
録
諸
手
蛍
合
算
額
(
男
女
を
平
均
し
て

)ω
一
国
七
十
四
銭
に
比
し
て
略
同
一
で
ゐ
つ
亡

我
岡
農
業
に
於

り
る
費
用
原
則
の
妥
営
性
を
示
す
如
〈
で
ゐ
る
。
併
し
な
が
ら
右

ω結
果
は
、
上
掲
の
経
管
が
特
に
良
好
な
る
た

め
で
ゐ
り
、

之
を
以
て
我
閏
農
家

ω
一
般
的
賦
況
を
一
不
す
も
の
ご
云
ふ
を
得
守
、
寧
ろ
一
宇
均
以
上
を
示
す
も
の
ご

見
る
吋
き
で
ゐ
る
。
更
に
大
正
十
五
年
度
の
農
林
省

ω農
家
経
済
謝
査
に
擦
れ
ば
.
農
業
州
労
働
報
酬
は
左
の
如
(

で
あ
る
。
此
の
際
土
地
に
掛
す
る
利
率
は
四
分
、
土
地
以
来
の
財
産
に
就
い
て
は
五
分
ご
し
て
ゐ
る
c

自白

小イ午 品げ

農 農

平 ( 五 平(じ

均 九均C

、、-戸d 、、-戸~ 

農
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ー ー 子にL
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震
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= 腕
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」旦費 l

合|
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オ

作

農

(

担

戸

)

一

i
i
l

二三

l

i

一
三
一
一
一
四
一

一
;
(
一
七
一
戸
)
一
一
一
、
三
三
三
一
一
一
一
一
一
一
四

L

一
三
九
九
一
一
、
七
五
ム

七
}
h

、

一一

五
七
中

，、
O 

ヨ王
イコ

大

ο穴

由
之
農
業
勢
働
報
酬
は
、
自
作
曲
凪
に
於
て
最
も
少
な
〈
し
て
、

一
日
八
十
二
銭
、
自
小
作
農
に
於
て

一
国

O
二

鏡
、
小
作
農
に
於
て
最
も
多
〈

L
1
一
回

O
四
銭
に
し
て
卒
均
し
て
九
十
四
銭
で
あ
る
。
之
を
農
業
雇
傭
勢
質
に

比
較
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
之
は
年
備
中
」
臨
時
傍
ど
に

J

O
て
甚
だ
し
く
其
の
額
を
異
に
し
て
ゐ
る
。
年
傭
勢
賃

は
大
正
十
五
年
度
に
於
て
一
日
平
均
男
七
十
三
銭
、
女
五
十
三
銭
に
し
て
、
臨
時
雇
は
甚
だ
高
〈
ロ
傭
男
一
回
四

十
二
鏡
、
女
一
国
十
銭
ご
な
っ
て
ゐ
る
c

男
女
卒
均
一
国
二
十
大
銭
ご
な
る
。
世
人
或
は
農
家
の
自
家
融
労
働
報
酬

を
以
て
、
年
備
労
賃
ご
同
一
で
占
の
っ
て
然
る
ぺ
し
ご
云
ふ
か
も
知
れ
向
。
併
し
な
が
ら
上
掲
表
に
於
け
る
一
戸
嘗

り
勢
働
組
日
数
は
卒
均
六

O
六
日
で
ゐ
る
。
而
し
て
同
農
家
経
糖
調
査
に
よ
れ
ば
、

一
戸
営
り
の
卒
均
家
昨
従
業

岩
は
三
、
五
七
人
で
あ
る
か
ら
、

家
族
従
業
者
一
人
嘗
り
の
一
ヶ
年
の
勢
働
日
数
は
一
七

O
日
弱
で
あ
る
。
従
て

之
に
年
傭
鋒
賃
を
輿
ム
る
を
以
て
不
蛍
さ
看
倣
す
べ
き
で
ゐ
る
。
農
家
が
自
家
勢
働
に
制
到
し
て
日
傭
勢
賃
さ
同
一

額
を
要
求
す
る
こ
ご
、
、
な
れ
ば
、
其
の
差
額
は
正
に
三
十
二
銭
ご
な
り
、

一
見
費
用
原
則
{
同

g
R呂町
E
N
f
)は
我

が
農
家
経
糖
に
は
妥
嘗
せ
玄
る
や
う
に
見
え
し
め
る
。
斯
〈
の
如
〈
自
家
勢
働
に
品
到
す
る
許
算
上
の
勢
働
報
酬
不

足
は
、
勿
論
種
々
な
る
原
因
に
基
〈
も
の
で
あ
る
。
郎
も
経
営
地
が
過
小
に
失
し
従
て
合
理
的
経
替
が
行
以
れ
得

農
業
経
済
の
本
質
に
備
す
る
一
考
察

第
三
一
+
巷

第

競

那須博士、日本農業論、二三二頁。22) 



農
家
纏
済
の
本
質
に
闘
す
る
一
考
察

第
三
十
巻

一

第

盟量

一ー一

ゴ
る
こ
之
、
地
償
、
小
作
料
の
高
き
に
失
す
る
ニ
ご
、
農
産
物
的
版
買
、
生
産
手
段
購
入

ω場
合
に
於
け
る
仲
間

商
人
の
利
盆

λ

自
宅
隣
等
が
考
へ
ら
円
い
る
。
此
等
の
諸
原
因
に
就

τω
研
究
は
他
日
山
機
一
曾
に
譲
る
。
段
通
り
如
〈
我

圏
ゆ
農
家
経
慣
は
既
に
著
し
〈
交
換
経
済
の
領
域
に
入
込
ん
で
ゐ
る
Q

而
し
て
農
家
経
済
は
必
ず
し
も
、
交
換
商

品
鰹
掛
じ
翻
刻
し
て
有
利
な
る
順
騰
を
な
す
ち
ゅ
ご
は
限
ら
守
、
不
利
な
順
路
を
も
敢
℃
せ
玄
る
を
得
な
い
ニ
さ
も

あ
b
得
る
o
A
1
日
我
闘
の
農
家
終
済
の
生
活
耗
度
は
昔
日
に
比
L
T
、
可
な
り

F

向
上
し
て
ゐ
也
こ
ど
は
事
.
実
で
あ

る
。
然
る
に
農
村
問
題
、
殊
に
小
作
問
題
は
珪
増
し
て
ゐ
る
有
慌
で
あ
る
。
之
れ
農
家
が
自
家
労
力
を
も
貨
幣
に

踊
〓
ヨ
F

F

1
且

?ft屯
z
R
4
J
リ

b

M

l

l

y

F

l

H
いさ
3
2
f
a
h
u
矛

不
利
'T
意
識
す
る
結
果
で
ゐ
h
、
換
J

話
す
れ
ば
農
家
経
済
に
於
て
も
費
用
原
則
が

行
は
れ
ん
ご
す
る
傾
向
の
反
映
で
は
な
が
ら
う
か
。

四

以
上
に
白

τ明
ら
か
な
る
が
如

F
¥
勢
作
的
農
家
経
済
は
、
勢
賃
な
き
枇
曾
経
焼
事
或
は
仙
叶
殊
な
る
家
族
経
済

理
論
に
説
明
を
求
h
u

べ
き
特
殊
な
る
濁
立
的
町
一
ぜ
一
本
ず
も
の
ど
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
チ
ャ
ヤ
ノ
フ
凶
農
家
堅
持

ω

ロ
ジ
ア
に
於
け
る
農
家
経
慣
の
特
殊
的
性
質
、
部
ち
鰹
替
の
生
産
力

特
殊
性
、
特
殊
な
る
打
算
法
の
根
底
は
、

が
、
合
理
的
経
岨
官
同
を
な
す
場
合
に
於
℃
、
家
族
の
欲
望
を
充
足
す
べ
〈
依
り
に
狭
小
に
失
し
た
ご
云
ふ
ま
貝
に
基

〈
も
の
で
ゐ
る
c

ス
ツ
デ
ン
ス
キ
イ
が
ロ
シ
ア
の
タ
ン
ポ
プ
牒
に
於
て
調
査
せ
る
、
農
家
の
土
地
利
用
面
積
誼

に
投
下
資
本
額
ご
農
家

ω剰
徐
(
農
家
の
所
得
よ
h
家
計
費
を
控
除
せ
る
も
の
)
ご
の
関
係
は
左
表

ω如
〈
で
ゐ

23) Vgl. Stllde_nsky， Intensit5.t und Pseudointensltat in der russischen Bau-
ernwirtschaft. (ln Berichte uber Landwirtschaft Bd. VI. Heft 2. '927・
S. 213.) 
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農
家
家
族
一
人
前
り

の
土
地
利
用
面
積

均

一
、
五
日
ア
シ
ヤ

1
テ
ン

以

上

正

一
門
六
、
宍

(正)

(負)

(正

平

i空]

五
一
二
ハ
-

右
表
じ
よ
り
て
明
ら
か
な
る
が
如
(
、

農
業
家
族
一
人
官
。
の
土
地
利
用
面
積

0
1ハ
デ
ジ
ャ

1
チ
シ
以
下
の
場

合
に
於
て
は
、
投
下
資
本
を
平
均
し
て
、

五
一
、
四
留

ω
不
足
を
来
た
し

τゐ
る
。
新
〈
の
如
〈
農
家
剰
徐
の
不
足

す
る
場
合
は
、
一
家
嘗
り
の
農
地
利
用
面
積
の
過
小
ご
投
下
資
本
の
過
少
の
場
合
、
殊
に
前
者
の
場
合
で
あ
る
。

れ
ば
ロ
ジ
ア
の
農
家
に
於
て
、

ヤ
ノ
フ
の
云
ふ
所
の
特
殊
な
る
訂
算
法
を
行
ふ
ニ
ご
に
よ
っ
て
、

農
民
極
構

チ
ヤ

の
著
し
き
強
靭
性
や
抵
抗
力
が
悶
明
さ
れ
る
ご
い
ふ
一
菱
商
に
は
、

ロ
ジ
ア
農
家
の
耕
作
地
の
過
小
ど
投
下
資
本
の

農
業
経
済
の
本
質
に
闘
す
る
一
考
察

第
三
十
巻

第

量定

一

ー

一
一

(in 

さ

Studcnsky， Die okonomische Natur der bauerlichen W:i巾chaft.

Weltwirtschaftliches Archiv. Bd. 28. Heft" 2. 1928. S. 329') 
24) 



農
家
経
涛
の
本
質
に
闘
す
る
一
考
察

第
三
十
念

四

第

貌

一=一四

過
少
ご
い
ふ
事
賓
が
潜
ん
で
ゐ
る
。
従
て
斯
る
非
合
理
的
経
替
を
敢

τせ
F
る
を
得
な
か
っ
た
所
の
農
家
経
済
の

一
艦
傍
撃
を
樹
立
せ
ん
ざ
す
る
企
固
は
、
果
し
て
正
蛍
な
る
や
否
ゃ
を
疑
は
グ
る
を
得

な
い
。
勿
論
農
家
蝿
済
は
到
る
庭
に
於
て
、
資
本
主
義
的
企
業
に
時
化
せ
る
も
の
で
は
な
い
叫
然
し
此
り
事
は
、

特
殊
性
よ
り
出
後
し
て
、

今
日
に
於
て
農
家
経
済
が
現
代
の
交
換
経
済
ご
結
合
せ

F
る
こ
ど
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
現
代
経
済
の
一

般
的
特
徴
は
交
換
経
済
山
一
機
構
へ
の
依
存
で
あ
り
、
此
り
こ
ど
は
農
家
経
憐
に
も
妥
賞
す
る
も
川
円
で
あ
る
。
農
家

経
済
の
市
場
経
済
へ
の
参
加
程
度
は
、
勿
論
岡
々
に
よ
っ
て
臭
っ
て
ゐ
る
。
然
し
農
家
経
済
の
根
本
的
統
制
者

は
、
融
労
働
苦
痛
ご
欲
望
満
足
ど
の
均
衡
に
之
を
求
む
。
へ
き
で
は
な
く
、
寧
ろ
慣
絡
構
成
的
機
構
中
に
之
を
求
め
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
き
れ
ば
既
に
述
べ
た
る
が
如
く
、
農
民
が
替
利
化
し
且
つ
自
家
H

労
働
を
も
貨
融
市
に
換
算
し
て
相

嘗
な
る
勢
賃
を
要
求
し
っ
、
ゐ
る
今
日
に
於
て
、

チ
ャ
ヤ
ノ
フ
の
如
く
農
家
経
済
に
於
て
特
殊
な
る
訂
算
方
法
令
』

要
求
し
、
普
通
第
賃
そ
も
得
ら
れ

F
る
場
合
に
際
し
て
も
、
倫
ほ
歳
々
孜
々
ご
し
て
勢
作
し
、
自
家
労
働
の
情
脚

に
4
b
之
を
耐
ぶ
べ
き
で
ゐ
る
ご
な
す
限
り
、
農
業
経
盛
り
合
理
化
は
何
虞
に
之
を
求
む
べ
き
で
あ
る
か
。
新
〈

の
如
〈
農
家
経
・
慣
の
本
質
を
.
欲
望
満
足
ご
峨
労
働
苦
痛
ご
の
均
衡
に
求
な
る
限
b
、
農
家
経
糖
困
窮

ω原
因
が
何

虞
に
あ
る
か
を
認
識

L
難
〈
、
新
か
る
理
論
に
立
脚
し
て
農
業
政
策
を
樹
つ
る
限
り
、
農
業
問
題

ω解
決
は
之
そ

望
み
得
な
い
γ

で
ゐ
ら
ラ
。

主と Lて自家勢働に基{農家経済と錐も企業たり狩る ζ とを論じたる勢作と

しては Dietze， Kapitalismus und Uberlieferllng ;n der Deutschland. 

19勾・を思げ得る。
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